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平成19年11月17日（土）～ 18日（日）、つくばカ

ピオにおいて、つくば市等の主催で青少年のための科学

イベント「つくば科学フェスティバル2007」が開催され

ました。農業環境技術研究所では「身近な外来植物とその

脅威」のテーマで出展を行いました。

外来植物とは人間の活動によって外国からやってきた

植物のことです。外来植物の多くは、日本に昔からいた

植物を押しのけてしまったり、雑草として農業に被害を

与えたりします。また、毒のある成分を持った危険な植

物もあります。

このような外来植物について知ってもらうため、わか

りやすく解説したパネルとたくさんの鉢植えの外来植物

を展示しました。また、外来植物の問題点を楽しく学ん

でもらえるよう初級・中級・上級の3種類の「外来植物ク

イズ」を用意し、多くの方に挑戦してもらいました。一

家で挑戦した家族連れの中には上級クイズまでクリアし

てしまう小学生がいたり、友達同士でそれぞれ違うクイ

ズに挑む中学生など、なかなかの盛況振りでした。

二日間で、のべ1300人近くの来訪者があったそうで

す。会場はつくばエクスプレスつくば駅より徒歩10分

程度なのでつくば市外からの来訪者も多かったようです。

2008年（平成20年）は、第23回国民文化祭・いばら

き2008の事業のひとつ「つくばハイテクフェスティバ

ル」として開催予定です。

つくば科学フェスティバル 2007

（広報情報室広報グループ）
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11月27日・28日の両日、東京国際フォーラム展示ホー

ルで、「アグリビジネス創出フェア」が開催され、農環研

からも7点の展示と1件のプレゼンテーションで参加し

ました。昨年より広めの展示ブースに、知的財産を有す

る成果を中心に、パネル、成果紹介模型等を展示しまし

た。入場者全体がのべ約1万人となる中、当ブースにも

約500名の方々が立ち寄り、活発な意見の交換がありま

した。

今年は特に、直前にプレスリリースした「エタノールを

用いた新規土壌消毒法の開発」に関心が集まり、ランニ

ングコストを中心に、実際的な質問が相次ぎ、小原主任

研究員をはじめとする担当者が熱心に対応しました。ま

た、生分解性プラスチックなどの分解菌や、カビ防除に

効果のある菌を収集しているmicroForce に関する模型展

示は、成果内容と並んで多くの関心を呼んでいました。

残留農薬や土壌のカドミウム汚染については、例年、

農環研の研究トピックスの中で、関心が高く、この話題

をきっかけにして、その他の話題も併せて紹介すること

も多かったように思います。「温室効果ガス3成分同時分

析装置」や「地域循環型バイオマス利用」は、昨年に続く

2度目の出展でしたが、メーカーからの新たな引き合い、

取材依頼もあり、今後の展開を期待しているところです。

例年、農環研ブースは人目を引くようなサンプル配布

や実演がないため、足を止めていただく来訪者が少なかっ

たのですが、今回は、成果紹介のパネルデザインを統一

したり、多岐にわたる農環研の研究内容を理解していた

だくために、農村景観を背景に研究内容のキーワードを

配置したチラシを配布するなど、工夫の効果があったか

と思われます。

アグリビジネス創出フェア 2007

（企画戦略室　須藤　重人）
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